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糖尿病治療薬

「インレクチン関連薬・SGLT2阻害薬」

きのこの話

尿漏れ防止 外出なんて怖くない！第1弾

○ 敬老の日講演会 開催報告
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「最新の内視鏡治療・ピロリ感染・胃癌・大腸癌について」
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ピンクリボン運動のはなし

異常が異状ではなくなっている



                        ⅠⅠ ⅠⅠ
    
異
常
気
象

異
常
気
象

異
常
気
象

異
常
気
象
    

 

集
中

豪
雨

に
よ

る
土

砂
災

害
、
竜

巻
に

よ

る
被

害
、
都

内
で

も
、
ス

コ
ー

ル
の

よ
う

な

現
象

が
頻

回
に

あ
り

、
地

下
鉄

や
地

下
街

の

水
害

、
マ

ン
ホ

ー
ル

の
蓋

が
吹

き
上

げ
ら

れ

る
等

々
も

発
生

し
て

い
ま

す
。

 

近
年

の
気

象
は

、
“

異
常

”
で

は
な

く
、

亜
熱

帯
化

し
た

の
で

当
た

り
前

で
は

な
い

か
と

実
感

し
ま

す
。

 

数
年

前
ま

で
は

、
三

十
五

度
を

超
え

る
気

温
は

稀
で

し
た

が
、
近

年
、
体

温
を

超
え

る

気
温

が
頻

繁
に

あ
り

、
あ

ま
り

驚
き

ま
せ

ん
。

真
夏

日
、
熱

帯
夜

と
い

う
用

語
も

、
意

味
を

失
い

つ
つ

あ
り

、
も

う
、
こ

の
程

度
は
“

異

常
”
で

は
あ

る
が
“

異
状

”
と

は
言

え
な

い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

 
平

均
海

水
温

が
一

度
上

が
る

だ
け

で
、
発

生
す

る
水

蒸
気

量
が

膨
大

と
な

り
、

気
温

、

気
象

へ
の

影
響

が
大

き
く

な
り

、
大

型
台

風

の
発

生
、
エ

ル
ニ

ー
ニ

ョ
現

象
の

要
因

に
な

る
と

い
い

ま
す

。
 

 

      

最
近

は
、
都

内
で

デ
ン

グ
熱

に
感

染
し

た

人
が

、
全

国
の

居
住

地
に

帰
っ

て
診

断
さ

れ

て
い

ま
す

。
幸

い
に

し
て

、
重

症
患

者
の

発

生
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
重

症
患

者
の

発
生

や
、

他
の

感
染

症
の

流
行

も
否

定
で

き
ま

せ
ん

。

エ
ボ

ラ
出

血
熱

の
よ

う
な

治
療

法
の

な
い

致
死

的
疾

患
が

流
入

し
な

い
と

言
え

る
の

で
し

ょ
う

か
。

 

 ⅡⅡ ⅡⅡ
    
異
常

異
常

異
常

異
常
とと とと
異
状

異
状

異
状

異
状
    

 

異
常

と
は

、
正

常
で

な
い

こ
と

、
常

で
は

な
い

こ
と

で
す

。
異

状
と

は
、
正

常
で

は
無

い
状

態
、
普

通
と

は
異

な
る

状
態

、
許

容
範

囲
を

超
え

る
状

態
で

す
。

 

医
療

界
で

”
異

状
”
と

い
う

と
、
第

一
に

、

医
師

法
第

二
十

一
条

の
異

状
死

体
の

届
出

が
想

起
さ

れ
ま

す
。

こ
の

場
合

の
”

異
状

”

の
意

味
は

、
ま

さ
に

、
犯

罪
を

疑
う

許
容

範

囲
を

超
え

る
状

態
で

す
。
前

回
、
本

欄
で

言

及
し

た
、
医

療
事

故
報

告
に

関
し

て
、
そ

の

解
釈

が
議

論
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
病

気
は

異
常

で
す

が
、
咳

や
発

熱
の

症
状

は
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

で
は

当
た

り
前

の
状

態
で

あ
り

、
異

状
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 ⅢⅢ ⅢⅢ
    
異
常
値

異
常
値

異
常
値

異
常
値
とと とと
基
準
値

基
準
値

基
準
値

基
準
値
    

  
診

療
の

場
や

検
査

で
は

、
正

常
値

と
い

う

用
語

は
使

い
ま

せ
ん

。
正

常
と

は
何

か
、
異

常
と

は
何

か
が

明
確

に
定

義
で

き
な

い
か

ら
で

す
。
炎

症
や

感
染

の
程

度
を

示
す

、
白

血
球

数
を

例
に

採
れ

ば
、
健

康
な

と
き

の
値

、

い
つ

も
の

値
は

個
人

個
人

異
な

り
ま

す
。
た

と
え

ば
、
一

立
粍

米
当

た
り

一
万

が
正

常
の

人
も

い
れ

ば
、
四

千
が

正
常

の
人

も
い

ま
す

。

そ
こ

で
、
健

常
と

思
わ

れ
る

人
の

平
均

値
プ

ラ
ス

マ
イ

ナ
ス

２
Ｓ

Ｄ
（

標
準

偏
差

）
を

基

準
値

と
呼

び
ま

す
。
基

準
値

を
外

れ
た

場
合

は
異

常
で

あ
る

可
能

性
が

高
く

な
り

ま
す

。

基
準

値
内

で
も

異
常
（

病
気

）
の

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

 ⅣⅣ ⅣⅣ
    
異
常

異
常

異
常

異
常
とと とと
慣慣 慣慣
れれ れれ
    

  
異

常
や

異
状

に
、
何

か
お

か
し

い
、
変

だ
、

と
気
づ

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

何
事

も
、
慣

れ
が

大
切

で
す

が
、
慣

れ
る

と
、
異

常
も

異
常

と
は

感
じ

な
く

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
”
慣

れ
る

”
を
辞
書

で
引

く

と
、
「

そ
の

状
態

に
長

く
置

か
れ

た
り

、
た

び
た

び
そ

れ
を
経
験

し
た

り
し

て
、
違
和

感

が
な

く
な

る
。
通

常
の

こ
と

と
し

て
受

け
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
。
 
経
験

を
重
ね

て
、

そ
の

こ
と

が
う

ま
く

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

習
熟

す
る

。
」

と
あ

り
ま

す
。

 

 
事

故
や

失
敗

の
多

く
は

、
未
熟
（
慣

れ
て

い
な

い
こ

と
）
と

、
慣

れ
て

、
異

常
を

異
常

と
感
じ

な
い

こ
と

に
よ

り
ま

す
。
異

常
に

気

づ
い

て
い

て
も
問
題

な
い

、
“

ま
ぁ

、
い

い

か
”
と
放
置

す
る

こ
と

を
、
正

常
性
バ

イ
ア

ス
と

言
い

ま
す

。
 

 
種

々
の
対
策

を
講
じ

て
も

、
最
後

に
残

る

の
は

 
、“

ま
ぁ

、
い

い
か

”
防
止
対
策

で
す

。
 

 ⅤⅤ ⅤⅤ
    
近
況

近
況

近
況

近
況
    

  
役
職

者
研
修

、
リ

ー
ダ

ー
研
修

を
終

え
、

一
般
職
研
修

を
準
備

中
で

す
。
ベ
ネ
ッ
セ

の

個
人
情

報
漏
洩

事
故

等
も

あ
り

、
本

年
は

、

特
に

、
個

人
情

報
保
護

と
医

療
倫
理

を
課
題

に
し

た
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク
研
修

で
す

。
 

『
医

療
Ｉ
Ｔ

と
安

全
』
（

米
国

医
学
院

『
H
e
a
l
t
h
 I
T
 a
n
d
 P
a
t
i
e
n
t
 S
a
f
e
t
y
』

を

翻
訳

）
を

出
版

し
ま

し
た

。
 

地
域

の
方

々
と

の
交

流
も
多

く
実
施

し

て
い

ま
す

。
敬
老

の
日
講
演
会

に
は

、
多

く

の
区
民

に
ご
参
加

い
た

だ
き

、
活

発
な
質

疑

も
あ

り
ま

し
た

（
詳
細

は
後
述

）
。

 

地
域

の
皆
様

の
ご
支
援

と
ご
協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
    

1        ハローホスピタル 93号 1        ハローホスピタル 93号 

地
域

地
域

地
域

地
域

のの のの
皆

様
皆

様
皆

様
皆

様
へへ へへ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事

長
理

事
長

理
事

長
理

事
長

・・ ・・
院

長
院

長
院

長
院

長
 

 
 

 
 

 
 

 
飯飯 飯飯

    田田 田田
    

修修 修修
    平平 平平

    

異
常

異
常

異
常

異
常

がが がが
異

状
異

状
異

状
異

状
で

は
な

く
な

っ
て

い
る

で
は

な
く

な
っ

て
い

る
で

は
な

く
な

っ
て

い
る

で
は

な
く

な
っ

て
い

る
    



練
馬
総

合
病
院

で
は

、
敬
老

の
日

に
ち

な

み
、「

 
悟

り
か
諦
め

か
戦

い
か
？
心

血
管

か

ら
見

つ
め

る
二

十
一
世
紀

の
高
齢

者
医

療
 
」

に
つ

い
て
講
演
会

を
開
催

し
、
約
百

七
十
名

の
方

に
参
加

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。
 

 主
催
 
：
 
公
益
財
団

法
人
 

東
京

都
医

療
保

健
協
会
 

練
馬
総

合
病
院
 

後
援
 
：
 
練
馬
区
 

日
時
 
：
 
平
成

二
十
六

年
九
月

十
六

日
 

午
後

二
時
～

四
時

二
十
分
 

会
場
 
：
 
練
馬
区

生
涯
学
習
セ

ン
タ

ー
 

 ●
同
時
開
催
 

午
後

一
時

か
ら

二
時

ま
で

の
間

、
ロ
ビ

ー

に
て

当
院
専
門
職
員

に
よ

る
各
種
相
談
（
服

薬
・
医

療
福
祉
・
栄
養

）
と

無
料

血
糖
測

定

を
行

い
ま

し
た

。
多

く
の
方

に
ご
利

用
い

た

だ
き

、
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

   

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

 挨
 
拶
 
：
 
飯
田
 
修

平
 

練
馬
総

合
病
院
理

事
長
 

御
挨
拶
 
：
 
前
川

 
燿
男

 
様
 

練
馬
区
長
 

（
電

報
拝
読

）
 

御
挨
拶
 
：
 
白
戸

 
千
昭

 
様
 

練
馬
区

医
師
会
副
会
長
 

～～ ～～
 
講講 講講
 
演演 演演
 
～～ ～～
 

 第
一

部
第

一
部

第
一

部
第

一
部

    
「「 「「
 
悟悟 悟悟

り
か

り
か

り
か

り
か

諦諦 諦諦
め

か
め

か
め

か
め

か
戦戦 戦戦

い
か

い
か

い
か

い
か

？？ ？？
心心 心心

血
管

血
管

血
管

血
管

か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

見見 見見
つ

め
る

つ
め

る
つ

め
る

つ
め

る
二

十
一

世
紀

二
十

一
世

紀
二

十
一

世
紀

二
十

一
世

紀
のの のの

高
齢

高
齢

高
齢

高
齢

者
医
療

者
医
療

者
医
療

者
医
療
 
」」 」」
 

 ①
 
木

を
見

て
森

を
見

る
循
環
器

診
療
 

～
全
身

性
血
管

疾
患

と
の
戦

い
～
 

 循
環
器

内
科

医
師

 
伊
藤

 
鹿
島
 

 ②
 
健

診
で
分

か
る

こ
と
分

か
ら

な
い

こ

と
～

あ
な

た
の

血
管

は
大
丈
夫
？
～
 

 

臨
床

検
査
技

師
 
岡
島

 
菜
穂
子
 

③
 
 
老

い
は

血
管

か
ら
～

い
つ

ま
で

も
元

気
で

い
る

た
め

に
～
 

 病
棟

師
長

 
三
嶋
ミ

ナ
子
 

 第
二
部

第
二
部

第
二
部

第
二
部
    
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

 司
会

 
 

 
 
飯
田
 
修

平
 

練
馬
総

合
病
院
理

事
長
 

 

パ
ネ
リ

ス
ト

 
伊
藤

 
鹿
島
 

循
環
器

内
科

医
師
 

岡
島

 
菜
穂
子
 

 
 

 
 

 
 

 
臨
床

検
査
技

師
 

三
嶋

 
ミ

ナ
子
 

 
 

 
 
 
 

 
 
病
棟

師
長
 

 

閉
会
挨
拶

 
 
井

上
 
聡
 

練
馬
総

合
病
院
副
院
長
 

外
科

医
師
 

 （（ （（
 
補補 補補
 
足足 足足
 
）「）「 ）「）「

 血
管
疾
患

血
管
疾
患

血
管
疾
患

血
管
疾
患
はは はは
全
身
疾
患

全
身
疾
患

全
身
疾
患

全
身
疾
患
 
」」 」」
 

 
心
臓

、
足

、
脳

、
い
ず

れ
も
同
じ
「
動
脈
」

で
養

わ
れ

て
い

る
の

で
、
ど

れ
か

一
つ

だ
け

が
悪

い
と

い
う

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
動
脈
    

硬
化

は
全
身

に
及
ぶ

の
で

、
心
臓

を
診

た
ら
 

足
も
脳

も
診

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
健

診
だ

け
で

は
見

つ
か

り
ま

せ
ん

の
で

、
早
期

に
専

門
医

を
受

診
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
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敬
老

敬
老

敬
老

敬
老

のの のの
日

講
演

会
日

講
演

会
日

講
演

会
日

講
演

会
    

開
催

報
告

開
催

報
告

開
催

報
告

開
催

報
告

    

（循環器内科 伊藤医師の講演） （パネルディスカッション） （各種相談コーナー） 



第
二

回
練

馬
在

宅
症

例
研

究
会

第
二

回
練

馬
在

宅
症

例
研

究
会

第
二

回
練

馬
在

宅
症

例
研

究
会

第
二

回
練

馬
在

宅
症

例
研

究
会

    

開
催

報
告

開
催

報
告

開
催

報
告

開
催

報
告

    

    
超

高
齢

化
社
会

を
迎

え
、
厚

生
労
働
省

は

在
宅

医
療

を
推
進

し
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム

の
構
築

を
す

す
め

て
い

ま
す

。
 

練
馬
総

合
病
院

で
は
在
宅

医
療

を
支

え

る
多
職
種

の
相
互
理

解
を
深
め

る
た
め

に
、

平
成

二
十

五
年

十
二
月

か
ら
練
馬
在
宅

症

例
検
討
会

を
開
始

し
ま

し
た

。
平
成

二
十
六

年
七
月

二
十

五
日
（
金

）
練
馬
総

合
病
院
講

堂
に

て
第

二
回
練
馬
在
宅

症
例
研
究
会

を

開
催

し
ま

し
た

。
 

嚥
下
困
難

か
ら
誤
嚥

性
肺

炎
を
繰

り
返

し
、
在
宅

で
栄
養
管
理

を
行

う
た
め

に
胃
瘻

か
ら

の
経
腸
栄
養

が
必

要
と

な
っ

た
二

症

例
を

検
討

し
ま

し
た

。
 

入
院

中
の
担

当
医

師
、
看
護

師
、
言

語
聴

覚
士

が
治

療
経
過

や
看
護

の
問
題
点

、
退
院

に
向

け
た
取

り
組
み

を
説

明
し

ま
し

た
。

 

一
方

、
在
宅

で
医

療
や
介
護

を
支

え
る

立

場
か

ら
訪
問

医
、
訪
問
看
護

師
、
ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
が
在
宅

で
の
問
題
点

や
管
理

に

つ
い

て
説

明
し

ま
し

た
。

 

練
馬
総

合
病
院

か
ら

医
師

、
看
護

師
、
薬

剤
師

、
放
射
線
技

師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ

ョ

ン
、
地
域
連
携
室
・
医

療
相
談
室

、
事
務
部

が
約

五
〇
名
参
加

し
、
院

外
か

ら
は

医
師

、

歯
科

医
師

、
訪
問
看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
居

宅
介
護
支
援

事
務
所

、
高
齢

者
支
援
セ

ン
タ

ー
、
包
括
支
援
セ

ン
タ

ー
、
調
剤
薬
局

、
練

馬
区

健
康
福
祉

事
業

本
部

、
高
齢

化
対
策
課

、

福
祉

事
務
所

な
ど

か
ら
約
七
〇
名

が
参
加

し
、

意
見
交
換

を
お

こ
な

い
ま

し
た

。
 

「
在
宅
支
援

を
行

う
中

で
、
ど

の
よ

う
な

医
療
連
携

が
重

要
か
？
」
と

い
う
質
問

に
対

し
て

、
在
宅

医
は
「

入
院

中
か

ら
在
宅

療
養

を
進
め

る
た
め

に
多
職
種

で
退
院
支
援

に

取
り
組
む

と
、
医

療
的

に
も
介
護

的
に

も
良

好
な
結
果

が
得

ら
れ

る
」
と

回
答

し
ま

し
た

。
 

病
院

と
在
宅

診
療
チ

ー
ム

で
あ

る
在
宅

医
、
ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
・
訪
問
看
護
・
訪

問
介
護

な
ど

と
の

医
療
連
携

の
重

要
性

を

改
め

て
認
識

し
ま

し
た

。
 

在
宅

で
の
誤
嚥

性
肺

炎
を
防
止

す
る

た

め
に

、
口
腔

内
環
境

を
整

え
る

こ
と

が
必

要

で
す

。
口
腔
衛

生
に

つ
い

て
山

下
言

語
聴
覚

士
が

、
誤
嚥

性
肺

炎
と

の
関
係

、
嚥

下
評
価

、

口
腔
ケ
ア

に
つ

い
て
説

明
し

ま
し

た
。

 

在
宅
介
護

者
に

と
っ

て
、
①

患
者

さ
ん

に

口
腔
ケ
ア

を
行

う
こ

と
を

十
分

に
説

明
す

る
こ

と
、
②

可
能

な
限

り
座
位

を
と

る
、
③

誤
嚥
防
止
目

的
で
頭
部

を
前
屈

に
固

定
す

る
、
④
小

さ
い
歯
ブ

ラ
シ

を
使

用
す

る
、
⑤

口
腔

内
の
保
湿

が
重

要
な
点

で
す

。
 

 
第

二
部

で
は
練
馬
区
訪
問
看
護

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
連
絡
会

か
ら
恵
光
訪
問
看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
齋
藤
雅
子
先

生
よ

り
訪
問
看

護
の
対

象
者

、
訪
問
看
護

で
で

き
る

こ
と
・

で
き

な
い

こ
と

を
テ

ー
マ

に
訪
問
看
護

の

役
割

に
つ

い
て

わ
か

り
や

す
く
ご
講
演

い

た
だ

き
ま

し
た

。
医

療
保
険

と
介
護
保
険
制

度
に

お
い

て
、
訪
問
看
護

の
利

用
者

、
サ

ー

ビ
ス

内
容

、
訪
問
看
護

は
主

治
医

の
訪
問
看

護
指

示
書

と
ケ
ア

プ
ラ

ン
が
必

要
で

あ
り

、

在
宅

医
療

を
支

え
る

た
め

に
は
多
職
種
連

携
、
医

療
と
介
護

の
連
携

、
患

者
さ

ん
の

医

療
情

報
の
共
有

が
重

要
で

あ
る

こ
と

が
改

め
て
認
識

で
き

ま
し

た
。

 

研
究
会
終
了
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、

「
多
職
種
業
務
連
携

の
必

要
性

に
つ

い
て

よ
く

わ
か

っ
た

。
」「
訪
問
看
護

の
講

義
が

わ

か
り

や
す

か
っ

た
。
」
「
次

も
参
加

し
た

い
」

な
ど

の
意
見

や
、
今
後

の
高
齢

者
医

療
に

お

い
て
経
口
摂
取

が
困
難

に
な

っ
た

場
合

、
栄

養
管
理

の
一

つ
の
選
択
枝

と
し

て
胃
瘻
造

設
に

つ
い

て
多

く
の

意
見

が
あ

り
ま

し
た

。
 

今
後

も
在
宅

療
養

を
支

え
る

地
域

の
皆

様
と
練
馬
総

合
病
院

と
の
相
互
理

解
を
深

め
、
よ

り
良

い
地
域

医
療

の
た
め

に
活
動

を

継
続

し
ま

す
。

 

 （
文
責

 
地
域
連
携
室

 
簗
瀬
・
栗
原

）
 

   

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

司
会
・
進

行
 

地
域
連
携
室

 
栗
原

 
直

人
 

症
例

発
表

 

①
「
誤
嚥

性
肺

炎
患

者
に
対

し
て

、
嚥

下
機

能
を
評
価

し
胃
瘻
造
設

し
在
宅
復

帰
を

し

た
患

者
の

症
例
」
 

練
馬
総

合
病
院

 
五
階

病
棟

師
長
 

 
 

 
 

 
 

 
三
嶋

 
ミ

ナ
子
 

阿
部
ク
リ

ニ
ッ
ク

内
科

 
 

中
内

 
や

よ
い

 
先

生
 

豊
玉
ハ

ー
ト

ラ
ン
ド
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ

ー
 

濱
田

 
文
子

 
先

生
 

②
「
誤
嚥

性
肺

炎
を
繰

り
返

し
胃
瘻
交
換
・

胃
瘻

の
手
技
取
得
指
導

の
必

要
性

を
有

す

る
患

者
の

症
例
」
 

練
馬
総

合
病
院

 
五
階

病
棟

師
長
 

三
嶋

 
ミ

ナ
子
 

す
ず

し
ろ

診
療
所

 
所
長
 

黒
部

 
信

一
 
先

生
 

在
宅

で
の
誤
嚥

性
肺

炎
予
防
～
口
腔
衛

生

に
つ

い
て
～
 

練
馬
総

合
病
院

 
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
 

山
下

 
真
希
 

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ

ー
 

訪
問
介
護

の
現

状
～
訪
問
看
護

の
対

象
者

、

訪
問
看
護

で
で

き
る

こ
と
・
で

き
な

い
こ

と

～
 

恵
光
訪
問
看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

 
所
長

 

齋
藤

 
雅
子

 
先

生
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平
成

二
十
六

年
五
月

十
三

日
に

実
施

し

た
看
護
週
間

の
講
演

の
後
半

の
、
３
．
胃
癌

、

４
．
大
腸
癌

に
つ

い
て

解
説

し
ま

す
。
講
演

前
半

の
１
．

内
視
鏡

の
歴
史

と
最
新
機
器

、

２
．
ピ
ロ
リ

感
染

、
に

つ
い

て
は

前
号

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 ３
．
胃
癌

 

胃
癌

は
胃
粘
膜

上
皮

の
細
胞

が
何

ら
か

の
原

因
で
癌
細
胞

に
な

り
、
無
秩
序

に
増
殖

し
ま

す
。
胃
癌

の
特
徴

は
一
．
男

性
に
多

い
、

二
．
年
間

の
死
亡

数
は
約

五
万

人
、
三
．
五

年
生
存
率

は
切
除

症
例
約
七
〇
％

、
四
．
胃

癌
罹

患
率

は
年

々
減
少

し
て

い
る

、
五
．
胃

癌
患

者
の
ピ
ロ
リ
菌

感
染
率

は
約
九
九
％

と
高
率

な
ど

で
す

。
 

 

胃
壁

は
層
構
造

を
し

て
お

り
、
胃

内
腔
側

か
ら
①
粘
膜

、
②
粘
膜

下
層

、
③
固
有
筋
層

、

④
漿
膜

下
層

、
⑤
漿
膜

で
あ

り
、
①

と
②

の

間
に

は
粘
膜
筋
板

が
あ

り
ま

す
。
癌

は
粘
膜

か
ら
始

ま
り
周

囲
や
壁

に
浸
潤

し
ま

す
。
早

期
胃
癌

は
①
粘
膜

、
②
粘
膜

下
層

ま
で

の
浸

潤
を

い
い

、
進

行
癌

は
③
固
有
筋
層

、
④
漿

膜
下
層

、
⑤
漿
膜

ま
で
浸
潤

し
ま

す
。
さ

ら

に
胃

の
周

囲
の
組
織

で
あ

る
膵
臓

や
肝
臓

へ
直
接
浸
潤

す
る

場
合

や
、
癌
細
胞

が
腹
腔

内
に
広

が
り
腹
膜
転
移
（
腹
膜
播
種

）
を

お

こ
し

ま
す

。
 

 

胃
癌

の
転
移

に
は

、
一
．
リ

ン
パ
節

へ
の

リ
ン
パ

行
性
転
移

、
二
．
肝

、
肺

、
脳

や
骨

な
ど

へ
の

血
行

性
転
移

、
三
．
腹
膜
播
種

が

あ
り

ま
す

。
胃
癌

の
形

態
に

は
、
早
期
胃
癌

は
Ⅰ
隆

起
型

、
Ⅱ
表
面

型
、
Ⅲ
陥
凹

型
が

あ

り
、
Ⅱ
表
面

型
に

は
表
面
隆

起
型

IIa、
表

面
平
坦

型

IIb、
表
面
陥
凹

型

IIcが
あ

り
ま

す
。

一
方

、
進

行
胃
癌

に
は

一
 
: 
型

 
: 
隆

起
型

、
二

型
 
: 
潰
瘍
限
局

型
、

三
型

 
: 
潰

瘍
浸
潤

型
、

四
型

 
: 
び

ま
ん
浸
潤

型
が

あ

り
ま

す
。

 

 

胃
の

検
査

法
に

は
バ
リ
ウ
ム

検
査

と
胃

カ
メ

ラ
（

内
視
鏡

検
査

）
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の
長
所
短
所

を
理

解
し

、
検

査
を
選

択
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
バ
リ
ウ
ム

検
査

は
胃

全
体

の
形

、
胃
壁

の
硬

さ
、
食
道

や
胃

の
動

き
な
ど

が
わ

か
り

や
す

い
で

す
が

、
バ

リ
ウ
ム

が
ま
ず

い
、
便
秘

な
ど

の
短
所

が
あ

り
ま

す
。

 

 

胃
カ
メ

ラ
で

は
粘
膜

の
色

を
観
察

で
き

る
だ

け
で

は
な

く
、
組
織

検
査

を
す

る
こ

と

が
で

き
る

大
き

な
利
点

が
あ

り
ま

す
。
し

か

し
、
内
視
鏡

検
査

を
受

け
る

こ
と

が
咽
頭

の

反
射

が
あ

る
た
め
望

ま
な

い
人

も
い

ま
す

。

最
近

は
経
鼻

内
視
鏡

検
査

が
あ

り
ま

す
の

で
、
口

か
ら

の
内
視
鏡

検
査

が
苦
手

な
方

は

試
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 

転
移

の
有

無
や
周

囲
へ

の
浸
潤

を
調
べ

る
検

査
に
腹
部
Ｃ
Ｔ

検
査

や
腹
部

超
音
波

検
査

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

 

 

血
液

検
査

で
は

、
胃
癌

の
腫
瘍

マ
ー
カ

ー

と
し

て
Ｃ
Ｅ
Ａ

、
Ｃ
Ａ

19

�
９

が
あ

り
、

治
療

前
・
後

、
再

発
の
有

無
な
ど

を
調
べ

ま

す
。
胃

が
ん
リ

ス
ク

検
診

は
、
ピ
ロ
リ
菌

感

染
の
有

無
と
胃
粘
膜

の
萎
縮

度
（
ペ

プ
シ
ノ

ゲ
ン

）
を

採
血

検
査

で
判

断
す

る
こ

と
で

、

胃
が

ん
に

な
り

や
す

い
人

か
、
な

り
に

く
い

人
か

を
判

定
す

る
新

し
い

検
診

法
で

す
。

 

 

ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
Ⅰ

は
主

に
胃
酸

を
分
泌

す
る
領
域
（
胃
底
線
領
域

と
い

い
ま

す
）
か

ら
分
泌

さ
れ

、
ペ

プ
シ
ノ
ゲ

ン
Ⅱ

は
胃

全
体

か
ら
分
泌

さ
れ

ま
す

。
分
泌

さ
れ

る
範

囲
と

量
が

異
な

る
た
め

、
両
方

の
値

を
み

る
こ

と

で
胃

の
状

態
が
推
測

で
き

ま
す

。
 
胃

の
萎

縮
性
変

化
が
進

行
す

る
と

、
胃

の
粘
膜

が
薄

く
な

り
、
ペ

プ
シ
ノ
ゲ

ン
Ｉ

の
低

下
、
Ⅰ
／

Ⅱ
比

の
低

下
が
認
め

ら
れ

ま
す

。
即
ち

、
血

液
中

の
ペ

プ
シ
ノ
ゲ

ン
を
測

定
す

る
こ

と

で
、
「
萎
縮

性
胃

炎
」

の
診

断
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

 

 

Ａ
Ｂ
Ｃ

検
診

で
は
ピ
ロ
リ
菌

と
ペ

プ
シ

ノ
ゲ

ン
の

値
か

ら
、
Ａ
群
（
Ｈ
Ｐ
陰

性
、
ペ

プ
シ
ノ
ゲ

ン
陰

性
）
、
Ｂ
群

（
Ｈ
Ｐ
陽

性
、

ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
陰

性
）
、
Ｃ
群
（
Ｈ
Ｐ
陽

性
、

ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
陽

性
）
、
Ｄ
群
（
Ｈ
Ｐ
陰

性
、

ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
陽

性
）
、
Ｅ
群

（
Ｈ
Ｐ
除
菌

後
）
に
分

け
、
胃
癌

の
危
険

度
は
Ａ
群

、
Ｂ

群
、
Ｃ
群

、
Ｄ
群

の
順

に
高

く
な

り
ま

す
。
 

 

本
検

診
の
問
題
点

は
、
①
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
類

は

胃
癌
リ

ス
ク

診
断

で
あ

り
、
胃
癌

の
診

断
は

で
き

な
い

こ
と

。
②
Ａ
群

は
胃
癌
低
危
険
群

で
あ

る
が

、
胃
癌

発
生

が
皆

無
で

は
な

い
こ

と
。

�
偽
Ａ
群

（
除
菌
後

、
自
然
排
菌
後

、

偽
陰

性
な
ど

）
が
危
険
群

と
な

る
た
め
注

意

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
③
除
菌
既
往

の
あ

る

人
は
Ｅ
群

と
し

て
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
類
判

定
は

行

わ
な

い
こ

と
。
④
Ａ
群

の
中

で
も
Ｐ
Ｇ
Ⅱ

が

十
二

ナ
ノ

グ
ラ
ム
／
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
以

上

や
Ⅰ
／
Ⅱ
比

が
四
．
五
以

上
の

場
合

は
、
画

像
検

査
（

で
き

れ
ば

内
視
鏡

）
を
勧
め

る
。

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

 

 

次
に
胃
癌

の
治

療
法

に
つ

い
て
述
べ

ま

す
。
早
期
癌

で
適
応

に
よ

り
内
視
鏡

的
治

療
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「
最

新
の

内
視

鏡
治

療
・

ピ
ロ

リ
感

染
・

 

胃
癌

・
大

腸
癌

に
つ

い
て

」
（

後
半

）
 



が
選
択

さ
れ

ま
す

。
外
科

的
治

療
に

は
胃

全

摘
、
幽
門
側
胃
切
除

な
ど

が
あ

り
、
手
術

に

は
腹
腔
鏡

下
胃
切
除
術

と
開
腹
胃
切
除
術

が
あ

り
ま

す
。
病

状
に

よ
り

、
抗

が
ん
剤

治

療
や
放
射
線

治
療

も
お

こ
な

い
ま

す
。

 

 

胃
癌

の
病
期

や
患

者
さ

ん
個

々
の

状
況

に
最

も
効
果

的
な
方

法
を
選
択

し
、
治

療
に

ご
同

意
い

た
だ

い
た
後

で
治

療
を
開
始

し

ま
す

。
（

実
際

の
胃
癌

症
例

に
つ

い
て

は
当

日
ス

ラ
イ
ド

で
説

明
し

ま
し

た
。
）

 

 

胃
癌

の
予
防

に
つ

い
て

は
、
①

定
期

的
に

検
診

を
受

け
、
早
期

発
見

、
早
期

治
療

が
重

要
で

す
。
②
ピ
ロ
リ
菌

に
感

染
し

て
い

る
人

は
除
菌

治
療

を
し

ま
し

ょ
う

。
③
食

生
活

に

気
を

つ
け

ま
し

ょ
う

。
胃
癌
予
防
効
果

が
あ

る
食
品

に
は

、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ

や
カ
ロ
テ
ノ

イ

ド
（
カ
ロ
テ

ン
）
類

と
い

っ
た
抗
酸

化
物
質

を
多

く
含
む
緑
黄
色
野
菜

や
果
物

、
カ
テ
キ

ン
（
緑
茶

に
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
）
、
ポ
リ

フ

ェ
ノ

ー
ル

（
緑
茶

の
渋
み
成
分

）
、
リ

コ
ピ

ン
（
ト

マ
ト

に
含

ま
れ

る
カ
ロ
テ
ノ

イ
ド
＝

色
素

）
な
ど

が
あ

り
ま

す
。

 

 ４
．

大
腸
癌

 

大
腸
癌

に
か

か
る
割

合
は

、
五
〇
歳
以

上

に
多

く
高
齢

に
な

る
ほ
ど

高
く

な
り

、
男
女

比
で

は
男

性
が
女

性
よ

り
も

二
倍
多

い
こ

と
が
知

ら
れ

て
い

ま
す

。
日

本
人

の
癌

の
死

因
と

し
て

、
男

性
で

は
三
位

、
女

性
で

は
一

位
と
多

い
疾

患
で

す
。
大
腸
癌

は
半
世
紀

で

お
よ

そ
一
〇
倍

に
ふ

え
て

い
ま

す
。
食

生
活

の
変

化
か

ら
大
腸
癌

が
増
加

し
た

と
考

え

ま
す

が
、
直
系

の
親
族

に
大
腸
癌

の
方

が
い

る
と
リ

ス
ク

要
因

に
な

り
、
遺
伝

的
要

因
も

大
き

い
と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 

大
腸

は
食
べ

た
も

の
が
消

化
・
吸
収

さ
れ

た
残

り
の

水
分

を
吸
収

し
、
便

を
作

る
器
官

で
す

。
多

く
の
腸

内
細
菌

が
共

生
し

て
お

り
、

消
化

や
免
疫

の
働

き
を
助

け
て

い
ま

す
。
大

腸
は
掃
除
機

の
じ
ゃ

ば
ら

の
よ

う
な
管
構

造
を

し
て

お
り

、
長

さ
は
約

二
メ

ー
ト

ル
で

す
。
便

の
腸
管

通
過
時
間

に
は

個
人

差
が

あ

り
、
便
秘
傾
向

や
下
痢
傾
向

の
人

が
い

ま
す

。
 

 

大
腸
癌

は
胃
癌
同
様

に
大
腸

の
粘
膜

の

細
胞

か
ら

発
生

し
ま

す
。
大
腸
癌

の
発

生
に

は
一
．
大
腸
腺
腫
（
良

性
）
の

一
部

が
が

ん

化
す

る
場

合
、
二
．
い

き
な

り
正

常
粘
膜

か

ら
が

ん
化

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
癌

は
横

に
縦

に
広

が
り

、
浸
潤

し
ま

す
。
大
腸
癌

が

進
行

す
る

と
、
リ

ン
パ
節
転
移

、
肝
臓

や
肺

な
ど

へ
の

血
行

性
転
移

、
周

囲
へ
浸
潤

し
た

り
癌
細
胞

が
腹
腔

内
に
ひ
ろ

が
る
腹
膜
播

種
（
腹
膜
転
移

）
が

お
こ

り
ま

す
。

一
方

、

大
腸
癌

は
比
較

的
予
後

の
よ

い
疾

患
で

も

あ
り

ま
す

。
五

年
生
存
率

は
男
女

と
も
七

〇
％
以

上
で

あ
り

、
病
期

が
早

い
ほ
ど
予
後

は
良
好

で
す

。
一
方

、
診

断
さ

れ
た
時

に
す

で
に
肝

や
肺

な
ど

の
他
臓
器

に
転
移

あ
る

場
合

は
、
五

年
生
存
率

は
二
〇
％
以

下
と
不

良
で

す
。
つ

ま
り

、
早
期

発
見

、
早
期

治
療

が
重

要
と

な
り

ま
す

。
 

 

大
腸
癌

検
診

と
し

て
便
潜

血
反
応

は
有

用
な

検
査

で
す

。
練
馬
区

で
は

高
齢

者
の

大

腸
癌

検
診

に
取

り
入

れ
て

い
ま

す
し

、
一
般

検
診

で
は

四
〇
歳
以

上
が
対

象
と

な
り

ま

す
。
こ

の
結
果

、
便
潜

血
陽

性
で

あ
れ

ば
さ

ら
に
詳

し
い

検
査
（

二
次

検
診

）
を

行
う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
方

法
に

は
下
部
消

化
管

内

視
鏡

検
査
（

大
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
検

査
）
や
注

腸
検

査
で

す
。
便
潜

血
陽

性
者

に
は

大
腸

に

病
気
（

大
腸
ポ
リ

ー
プ

、
大
腸
癌

な
ど

）
を

有
す

る
場

合
が
多

く
、
確

定
診

断
す

る
た
め

に
は

生
検

（
組
織

検
査

）
が
必

要
な

た
め

、

内
視
鏡

検
査

が
望

ま
れ

ま
す

。
 

 

当
院

内
視
鏡
セ

ン
タ

ー
で

は
下
部
消

化

管
内
視
鏡

検
査

を
積
極

的
に

行
っ

て
い

ま

す
の

で
、
ご
希
望

の
方

や
ご
質
問

が
あ

る
方

は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い
（

内
視
鏡
セ

ン

タ
ー

）
。

 

 

実
際

に
便
潜

血
陽

性
者

に
は
ポ
リ

ー
プ

を
有

し
て

い
る
方

が
多

く
、
当
院

で
、
あ

る

時
期

に
便
潜

血
陽

性
二
百
名

に
下
部
消

化

管
内
視
鏡

検
査

を
行

い
、
約
半

数
の
方

に
ポ

リ
ー

プ
が
み

と
め

ら
れ

ま
し

た
。
内
視
鏡

治

療
に

よ
り

病
理

診
断

を
行

い
、
①

断
端
陽

性

②
ｓ
ｍ
浸
潤

一
〇
〇
〇

マ
イ
ク
ロ
メ

ー
ト

ル
以

上
③
脈
管
浸
潤
陽

性
④
低
分

化
腺
癌

、

印
鑑
細
胞
癌

、
粘
液
癌

な
ど

は
、
さ

ら
に

外

科
的

治
療

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
 

 

大
腸
癌

に
対

す
る
手
術

は
病
変
部
位

に

よ
り
手
術
方

法
が

標
準

化
さ

れ
て

い
ま

す
。

上
行
結
腸

に
癌

が
あ

れ
ば
右
半
結
腸
切
除

術
、
下

行
結
腸

に
癌

が
あ

れ
ば
左
半
結
腸
切

除
術

、
直
腸

に
癌

が
あ

れ
ば
低
位

前
方
切
除

術
な
ど

で
す

。
ま

た
、
病

気
の

大
き

さ
、
進

行
度

、
全
身

状
態

な
ど

を
検
討

し
て

、
腹
腔

鏡
下
手
術

や
開
腹
手
術

を
選
択

し
ま

す
。
遠

隔
転
移

が
認
め

ら
れ

る
場

合
で

も
、
手
術

可

能
な
時
期

で
あ

れ
ば

、
主

病
変

と
と

も
に
転

移
先

も
外
科

的
に
切
除

す
る

場
合

が
あ

り

ま
す

。
 

 

ま
た

、
大
腸
癌

に
対

す
る

化
学

療
法

は
標

準
化

さ
れ

て
お

り
、
効
果

的
な
抗

が
ん
剤

の

多
剤
併

用
療

法
や
分
子

標
的
薬

、
新
規
抗

が

ん
剤

な
ど

を
併

用
し

な
が

ら
治

療
し

ま
す

。

手
術

す
る

前
に
抗

が
ん
剤

を
使

用
す

る
こ

と
を
術

前
化
学

療
法

と
い

い
ま

す
。
手
術
後
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に
治
癒
手
術

は
で

き
て

い
る

も
の

の
再

発

す
る

可
能

性
が

高
い
進

行
癌

の
場

合
は

す

こ
し

で
も
再

発
す

る
可

能
性

を
低

下
さ

せ

る
目

的
で
補
助

化
学

療
法

を
行

い
ま

す
。

 

 

一
方

、
進

行
再

発
症

例
で

化
学

療
法

を
第

一
選
択

と
す

る
場

合
は

、
一
次

治
療

、
二
次

治
療

、
三
次

治
療

、
四
次

治
療

を
体
調

に
お

う
じ

て
検
討

し
ま

す
。
治

療
開
始

前
は

外
科

的
治

療
が
困
難

で
も

、
化
学

療
法

に
よ

り
手

術
可

能
と

な
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。
再

発
症

例
で

あ
っ

て
も

病
勢

を
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

す

る
期
間

が
長

く
な

る
よ

う
に
積
極

的
に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。
（

実
際

の
症

例
に

つ
い

て
は

当
日

ス
ラ

イ
ド

を
示

し
ま

し
た

が
、
紙

面
の

た
め
割
愛

し
ま

す
。
）

 

  
日

本
人

は
二

人
に

一
人

が
が

ん
に

か
か

り
、
三

人
に

一
人

が
が

ん
で

な
く

な
っ

て
い

ま
す

。
一

人
一

人
が

が
ん

の
予
防

に
関
心

を

持
つ

こ
と

が
必

要
で

す
。
が

ん
の

第
一
次
予

防
と

は
が

ん
に

か
か

ら
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

で
す

。
最

も
重

要
な

こ
と

は
、
生
活
改

善
で

す
。
第

二
次
予
防

と
は

が
ん

の
早
期

発

見
、
早
期

治
療

で
す

。
こ

の
た
め

に
、
が

ん

検
診

が
重

要
で

す
。
第

三
次
予
防

と
は

が
ん

の
進

行
や
転
移

等
を
予
防

す
る

こ
と

で
す

。

米
国

が
ん
研
究
財
団

や
世

界
が

ん
研
究

基

金
か

ら
が

ん
の
予
防

の
た
め

の
十

か
条

が

あ
り

ま
す

。
欧

米
人
向

け
の
資
料

な
た
め

、

日
本

の
文

化
や
習
慣

が
ち

が
う
部
分

も
あ

り
ま

す
が

、
生
活
改
善

の
心
構

え
と

し
て
有

用
と

思
い

ま
す

。
 

 

日
本

に
お

い
て

は
国

立
が

ん
セ

ン
タ

ー

が
定
め

た
『

が
ん

を
防
ぐ

十
二

か
条
』

や
、

が
ん
研
究
振
興
財
団

が
疫
学

的
調

査
や
科

学
的

に
妥

当
な
研
究
方

法
を

も
と

に
提
唱

し
た
『

が
ん

を
防
ぐ

た
め

の
新

十
二
カ

条
』

が
あ

り
ま

す
。
参
考

に
し

て
い

た
だ

け
れ

ば

幸
い

で
す

。
 

 ①
 

た
ば

こ
は
吸

わ
な

い
。

 

②
 

他
人

の
た

ば
こ

の
煙

を
で

き
る

だ
け

さ
け

る
。

 

③
 

お
酒

は
ほ
ど
ほ
ど

に
。

 

④
 
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

生
活

を
。

 

⑤
 
塩
辛

い
食
品

は
控

え
め

に
。

 

⑥
 
野
菜

や
果
物

は
豊
富

に
。

 

⑦
 
適

度
な
運
動

。
 

⑧
 
適
切

な
体

重
維
持

。
 

⑨
 
ウ

イ
ル

ス
や
細
菌

の
感

染
予
防

と
治

療
。

 

⑩
 

定
期

的
な
癌

検
診

を
。

 

⑪
 
身

体
の

異
常

に
気

が
つ

い
た

ら
す
ぐ

に
受

診
を

。
 

⑫
 

正
し

い
が

ん
情

報
で

が
ん

を
知

る
こ

と
か

ら
。

 

当
日

は
多

く
の
方

が
熱
心

に
講
演

を
お

聞
き

い
た

だ
き

ま
し

た
。
皆
様

が
少

し
で

も

が
ん

に
関
心

を
も
ち

、
が

ん
を
予
防

す
る

こ

と
を
ね

が
っ

て
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 （
外
科
・

内
視
鏡
セ

ン
タ

ー
長
・

 

化
学

療
法
セ

ン
タ

ー
長

 
栗
原
直

人
）
 

                     

    

皮
膚
科

で
は

本
年
七
月

よ
り

通
常

の
外

来
に
加

え
て

、
よ

り
専
門

的
な

治
療

を
行

う

た
め

に
「
光
線

外
来
」
と
「
乾
癬

外
来
」
の

特
殊

外
来

を
立
ち

上
げ

ま
し

た
。
 

 

【
光
線
外
来

光
線
外
来

光
線
外
来

光
線
外
来
】
予
約
制
 

毎
週
火
曜

日
午
後
／
木
曜

日
午
後
 

 

光
線

外
来

は
そ

の
名

の
通

り
光
線
（
紫

外

線
）
を
照
射

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

治
療

を
行

う
外
来

で
す

。
紫

外
線

の
一
部

に
は
免
疫
細

胞
や
皮
膚

の
細
胞

に
働

き
か

け
、
炎

症
反
応

を
抑

え
る
働

き
が

あ
り

、
以

下
の
対

象
疾

患

に
あ

げ
る

よ
う

な
皮
膚

疾
患

に
対

し
て

治

療
効
果

が
あ

り
ま

す
。
 

 

光
線

療
法

に
は

大
き

く
分

け
て
長
波
長
紫

外
線
（
Ｕ
Ｖ
Ａ

）
を

当
て

る
「
Ｐ
Ｕ
Ｖ
Ａ

療

法
」
と

中
波
長
紫

外
線
（
Ｕ
Ｖ
Ｂ

）
を

当
て

る
「
Ｕ
Ｖ
Ｂ

療
法
」
が

あ
り

ま
す

。
当
院

で

は
「
Ｕ
Ｖ
Ｂ

療
法
」
の

中
で

も
治

療
効
果

お

よ
び
安

全
性

の
高

い
「

ナ
ロ

ー
バ

ン
ド
Ｕ
Ｖ

Ｂ
療

法
」

を
行

っ
て

い
ま

す
。
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「
ナ
ロ

ー
バ

ン
ド
Ｕ
Ｖ
Ｂ

療
法
」
は
波
長

が
二
九
〇
～

三
二
〇

ナ
ノ
メ

ー
ト

ル
と
幅

の
あ

る
Ｕ
Ｖ
Ｂ

の
中

で
も

と
り

わ
け
皮
膚

疾
患

に
対

し
て

高
い

治
療
効
果

を
有

す
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
波
長
（

三
一

一
プ

ラ

ス
マ

イ
ナ

ス
二

ナ
ノ
メ

ー
ト

ル
）
を
選
択

的

に
照
射

す
る

治
療

法
で

す
。
従
来

の
Ｕ
Ｖ
Ｂ

療
法

と
比
べ

る
と

、
よ

り
多

く
の
有
効

な
波

長
の
光

を
照
射

す
る

事
が

で
き

る
一
方

で

治
療
効
果

が
低

く
皮
膚

に
ダ
メ

ー
ジ

の
大

き
い
波
長

の
光

を
照
射

せ
ず

に
済
む

た
め

、

治
療
効
果

が
高

く
、
安

全
性

に
優

れ
て

い
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

 

 

 

照
射

に
は
写

真
に

あ
る

よ
う

な
機
械

を

使
用

し
、
一

回
に

つ
き

症
状

に
合

わ
せ

て
数

分
の
照
射

を
行

い
ま

す
。
週

一
、
二

回
の
照

射
で

数
回

か
ら

十
回

程
度

の
照
射

に
よ

り

治
療
効
果

の
出

現
が
期
待

で
き

ま
す

。
実
際

の
照
射

量
や
照
射

頻
度

は
患

者
さ

ん
の

症

状
、
通
院

状
況

な
ど

に
応
じ

て
適
宜
調
整

し

て
い

き
ま

す
。
 

 対
象

疾
患
：
乾
癬

、
類
乾
癬

、
掌
蹠
膿
疱

症
、
尋

常
性

白
班

、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚

炎
、

菌
状
息
肉

症
な
ど
 

 【
乾
癬

乾
癬

乾
癬

乾
癬
外
来

外
来

外
来

外
来
】
予
約
制
 

第
一
・

三
・

五
金
曜

日
午

前
 

 

乾
癬

外
来

は
乾
癬

の
患

者
さ

ん
の

中
で

も
皮
疹
面
積

が
広

い
中

等
症
以

上
の
方

や
、

関
節
痛

を
伴

っ
て

い
る
方

な
ど

外
用

療
法

や
光
線

療
法

で
は

治
療
効
果

が
不

十
分

な

方
に
対

し
て

、
免
疫
抑
制
剤
（
ネ
オ

ー
ラ

ル
）
、

ビ
タ
ミ

ン
Ａ
誘
導

体
（
チ
ガ
ソ

ン
）
の

内
服

治
療

、
生
物
製
剤
（
ヒ
ュ
ミ

ラ
、
レ
ミ
ケ

ー

ド
、
ス
テ

ラ
ー

ラ
）
の
注
射

に
よ

る
治

療
を

行
う

外
来

で
す

。
 

 

乾
癬

は
病

気
の
メ
カ

ニ
ズ
ム

や
治

療
方

法
に

つ
い

て
世

界
中

で
精
力

的
に
研
究

が

行
わ

れ
て

お
り

、
近

年
乾
癬

に
つ

い
て
多

く

の
事

が
明

ら
か

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。
特

に
乾
癬

の
病

気
の
成

り
立
ち

に
お

い
て

、
発

疹
の
部
分

で
は
皮
膚

の
細
胞

だ
け

で
は

な

く
何
種
類

か
の
免
疫
細
胞

が
協
調

し
て
働

き
、
皮
膚

の
炎

症
を
引

き
起

こ
し

た
上

で
持

続
さ

せ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

て
き

ま
し

た
。
と

り
わ

け
免
疫
細
胞

か
ら
放

出
さ

れ
る

Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐

α（
テ
ィ

ー
エ
ヌ

エ
フ
‐
ア

ル

フ
ァ

）
や
Ｉ
Ｌ
‐

23（
イ

ン
タ

ー
ロ

イ
キ

ン
‐

23）
 
、
Ｉ
Ｌ
‐

17（
イ

ン
タ

ー
ロ

イ

キ
ン
‐

17）
と

い
っ

た
タ

ン
パ
ク
質

が
乾

癬
の

病
気

の
成

り
立
ち

に
重

要
な
役
割

を

果
た

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

て
き

ま
し

た
。
こ

れ
ら

の
研
究
成
果

か
ら

病
気

の
メ
カ

ニ
ズ
ム

に
合

わ
せ

た
新

た
な

治
療
方

法
が

開
発

さ
れ

、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐

αを
タ

ー
ゲ
ッ
ト

と
し

た
生
物
製
剤

が
約

四
年

前
か

ら
、
Ｉ
Ｌ

‐

23を
タ

ー
ゲ
ッ
ト

と
し

た
生
物
製
剤

が

約
三

年
前

か
ら

日
本

の
医

療
の

現
場

で
使

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

、
従
来

の
治

療
方

法
で

は
改
善

が
困
難

で
あ

っ
た

重
症

の
方

に
対

し
て

も
か

な
り

の
治

療
効
果

を
得

る
こ

と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
 

 

乾
癬

に
対

し
て
強
力

な
治

療
効
果

を
持

つ
生
物
製
剤

で
す

が
、
こ

れ
ら

を
使

用
可

能

な
施
設

は
日

本
皮
膚
科
学
会

に
よ

っ
て

定

め
ら

れ
た
施
設

基
準

を
満

た
し

、
学
会

に
よ

り
承
認

さ
れ

た
施
設

に
限

ら
れ

て
い

ま
す

。

練
馬
区

で
は

当
院

を
含
め

て
三
施
設
ほ
ど

承
認
施
設

は
あ

る
も

の
の

、
こ

れ
ま

で
に
乾

癬
に
対

し
て

生
物
製
剤

を
投
与

し
て

い
る

施
設

は
無

く
、
区

外
に

ま
で
足

を
運

ば
な

い

と
生
物
製
剤

に
よ

る
治

療
が
受

け
ら

れ
な

い
と

い
う
不
便

な
状
況

に
あ

り
ま

し
た

。
 

 

こ
の

よ
う

な
不
便

な
状
況

を
打
開

す
べ

く
、
当
院

で
は
乾
癬

治
療

に
お

い
て

外
用

療

法
、
内
服

療
法

だ
け

で
な

く
照
射
機
器

が
必

要
な
光
線

療
法

、
そ

し
て

生
物
製
剤

と
多
様

な
選
択
肢

か
ら

症
状

に
合

わ
せ

て
治

療
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
体
制

を
整

え

ま
し

た
。
 

 

乾
癬

の
治

療
に

つ
い

て
お
困

り
の

事
が

あ
り

ま
し

た
ら
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ

さ
い

。
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看
護

師
と

し
て

入
職

し
、
十

三
年
目

に
な

り
ま

し
た

。
こ

れ
ま

で
外
科
・
泌
尿
器
科

、

産
婦

人
科

、
手
術
室

、
整
形

外
科

の
病
棟

で
、

診
療
科
ご

と
に
様

々
な
看
護
経
験

を
さ

せ

て
頂

き
ま

し
た

。
 

 

看
護

師
に
求
め

ら
れ

る
知
識

や
技
術

は

働
く

病
院

や
部
署

に
よ

っ
て
多
様

で
す

。
一

部
に

は
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト

の
看
護

師
が

い

ま
す

が
、
多

く
の
看
護

師
は
ジ
ェ
ネ

ラ
リ

ス

ト
と

し
て
働

い
て

い
ま

す
。
ど

ん
な

疾
患

を

持
っ

て
い

る
患

者
さ

ん
に

も
対
応

で
き

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
、
専
門
じ
ゃ

な
い

か

ら
看
護

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
は

通
用

し

な
い
職
業

で
す

。
し

か
し

、
看
護

師
皆

が
そ

ん
な

に
広

い
領
域

の
知
識

を
持
ち

合
わ

せ

て
い

る
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
私
自
身

も

部
署

異
動

す
る

た
び

、
も

う
何

年
も
看
護

師

を
や

っ
て

い
る

の
に

、
分

か
ら

な
い

事
が

あ

る
と

い
う
情

け
な

さ
や
悔

し
さ

を
経
験

し

ま
し

た
。
こ

う
い

う
時

に
支

え
に

な
る

の
は

、

指
導

し
て

下
さ

る
先
輩

は
も
ち
ろ

ん
で

す

が
、
新

人
だ

と
し

て
も

、
白
衣

を
着

て
い

れ

ば
患

者
さ

ん
か

ら
は
「
ひ

と
り

の
看
護

師
と

し
て
見

ら
れ

て
い

る
」
と

い
う
専
門
職

と
し

て
の
自
覚

が
、
新

し
い

こ
と

を
学
ぶ

こ
と

へ

意
欲

を
与

え
て

く
れ

て
い

る
の

だ
と

思
い

ま
す

。
 

 

看
護

師
は

、
「
専
門
職

と
し

て
生
涯
学

び

続
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
」
と

言
わ

れ
て

い

ま
す

。
質

の
高

い
看
護

を
提
供

す
る

た
め

に
、

患
者

さ
ん

の
ニ

ー
ズ

に
柔
軟

に
対
応

し
、
看

護
を
提
供

で
き

る
能
力

を
自
分
自
身

で
開

発
・
発
展

さ
せ

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
私

た

ち
看
護

師
は

、
こ

の
専
門
職

と
し

て
の
自
覚

や
生
涯
学
習

と
い

う
こ

と
を

、
看
護
学

生
時

代
の
臨
床

実
習

を
通

し
て
学

び
ま

す
。
 

 

看
護
学
校

で
は

、
机

上
学
習

に
加

え
て

一

〇
三
〇
時
間

の
臨
床

実
習

を
国
家
試
験
受

験
資
格

と
し

て
義
務
づ

け
ら

れ
て

お
り

、
当

院
は

、
そ

の
看
護

実
習

の
受

け
入

れ
病
院

と

し
て

の
機

能
が

あ
り

ま
す

。
学

生
に

と
っ

て
、

よ
り

よ
い
看
護

実
習

を
経
験

し
て
貰

え
る

環
境

を
整

え
る

た
め

、
実
習
指
導

に
当

た
る

看
護

師
も
研
修

を
受

け
て

準
備

を
し

て
い

ま
す

。
 

 

研
修

で
は

他
の

病
院

へ
行

き
、
私

も
学

生

と
し

て
久

し
ぶ

り
に

実
習

を
し

て
き

ま
し

た
。
看
護
学

生
と

一
緒

に
一

日
を
過
ご

し
、

実
習

で
ど

ん
な

体
験

を
し

て
い

る
の

か
、
学

生
が
試

行
錯
誤

し
な

が
ら

患
者

さ
ん

に
関

わ
る
姿

を
見

て
き

ま
し

た
。
実
習

で
は

、
一

人
の

患
者

さ
ん

を
一

人
の
学

生
が
受

け
持

ち
ま

す
。
じ

っ
く

り
時
間

を
掛

け
て

、
患

者

さ
ん

と
向

き
合

う
こ

と
が

で
き

る
の

は
実

習
な

ら
で

は
で

す
。
看
護

師
が
見
逃

し
て

い

る
か

も
し

れ
な

い
患

者
さ

ん
の
些
細

な
こ

と
を

、
学

生
達

は
良

く
知

っ
て

い
ま

す
。
患

者
さ

ん
と

の
会
話

で
、
「
看
護

師
さ

ん
は

た

ま
に

し
か
来

な
い

け
ど

、
学

生
さ

ん
は

い
つ

も
一
緒

に
い

て
く

れ
る

か
ら

と
っ

て
も
安

心
な

の
よ
」

と
言

わ
れ

て
し

ま
い

ま
し

た
。
 

 私
た
ち
看
護

師
か

ら
見

れ
ば

、
ま

だ
ま

だ

未
熟

に
思

う
学

生
達

で
す

。
し

か
し

、
し

っ

か
り

患
者

さ
ん

の
信
頼

を
得

て
お

り
、
学

生

な
り

の
看
護

の
役
割

を
果

た
し

て
い

ま
し

た
。

患
者

さ
ん

か
ら

の
信
頼

を
糧

に
し

て
、

看
護
職

の
責
任

を
果

た
す

た
め

の
基
礎
力

を
き
ち

ん
と
身

に
つ

け
て
欲

し
い

と
思

い

ま
し

た
。
 

今
後

は
指
導

者
と

し
て

そ
の
手
助

け
を

し
て

い
き

ま
す

。
指
導

す
る

に
は

、
私
自
身

の
看
護

へ
の

思
い

が
影

響
し

ま
す

が
、
私

は

患
者

さ
ん

の
気
持
ち

に
寄

り
添

え
る
看
護

師
で

い
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
悩

ん
だ

り
、

躓
い

た
事

も
あ

り
ま

す
が

、
患

者
さ

ん
と

の

関
わ

り
の

中
で
看
護

の
奥
深

さ
を
知

っ
た

り
、
看
護

師
に

な
っ

て
よ

か
っ

た
と

思
い

ま

す
。
看
護

の
道

を
選

ん
だ
理
由

は
人

そ
れ
ぞ

れ
で

す
が

、
先

を
歩

い
た
経
験

者
と

し
て

、

看
護

の
楽

し
さ

を
伝

え
、
看
護

師
に

な
り

た

い
と

思
っ

て
も

ら
え

る
実
習
指
導

を
し

て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
 

（
二
階

病
棟

 
黒
田
裕
梨

）
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                                                ・
糖
尿

病
に

は
Ⅰ

型
と
Ⅱ

型
が

あ
り

ま
す

。

Ⅰ
型
糖
尿

病
の

人
は

、
膵
臓

が
イ

ン
ス
リ

ン

を
作

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
生
命
維
持

の
た
め

に
は

イ
ン

ス
リ

ン
注
射

が
必

要
で

す
。
Ⅱ

型
糖
尿

病
の

人
は

、
通

常
、
食

事
療

法
と
運
動

療
法

、
飲
み
薬

を
使

用
し

、
十
分

に
血
糖

コ
ン
ト
ロ

ー
ル

が
で

き
な

い
と

き

に
イ

ン
ス
リ

ン
を

使
用

し
ま

す
。

 

 ・
最

近
、
Ⅱ

型
糖
尿

病
に
対

し
て

、
こ

れ
ま

で
と

は
全

く
異

な
る
作

用
機
序

を
持

つ
、
新

し
い
糖
尿

病
治

療
薬

が
続

々
と
登

場
し

て

き
ま

し
た

。
 

 

【
イ

ン
ク
レ
チ

ン
と

は
】

 

 
イ

ン
ク
レ
チ

ン
と

は
、
食
物

が
消

化
管

を

通
っ

て
小
腸

に
届

く
と
分
泌

さ
れ

る
ホ

ル

モ
ン

で
す

。
イ

ン
ク
レ
チ

ン
は
膵
臓

に
働

き

か
け

て
イ

ン
ス
リ

ン
を

出
す

よ
う

に
促

し
、

食
事

に
よ

っ
て

高
く

な
る

血
糖

値
を

下
げ

る
よ

う
に
働

き
ま

す
。
イ

ン
ク
レ
チ

ン
は

血

糖
が
低

い
と

き
に

は
作

用
し

に
く

く
な

る

特
徴

を
持

っ
て

い
ま

す
。
 

 ○
剤

型
：
注
射

（
イ

ン
ク
レ
チ

ン
関
連
薬

）
 

イ
ン
ク
レ
チ

ン
は
分
泌

さ
れ

て
も

す
ぐ

に
別

の
物
質

に
変

わ
っ

て
し

ま
う

た
め

、
血

糖
を
調
節

す
る
作

用
が
長
続

き
し

ま
せ

ん
。

注
射

の
製
剤

は
イ

ン
ク
レ
チ

ン
の

一
部

を

変
え

て
、
分

解
し
づ

ら
い

よ
う

に
工
夫

し
た

製
剤

で
す

。
 

 ・
イ

ン
ク
レ
チ

ン
と

イ
ン

ス
リ

ン
の
違

い
 

イ
ン
ク
レ
チ

ン
と

イ
ン

ス
リ

ン
は

異

な
る

も
の

で
す

。
イ

ン
ク
レ
チ

ン
を

イ
ン

ス
リ

ン
の
代

わ
り

に
使

用
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

 

 ○
副

作
用
 

イ
ン
ク
レ
チ

ン
関
連
薬

な
ど

の
注
射

の
場

合
は

、
消

化
器

の
副
作

用
が

で
や

す
い

た
め

、

体
を
慣

ら
し

な
が

ら
注
射

の
量

を
増

や
し

て
い

き
ま

す
。
 

【
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ

２
阻

害
薬

と
は
】
 

Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ

２
と

は
、
腎
臓

で
糖

を
再
吸

収
す

る
役
割

を
も

つ
た

ん
ぱ

く
質

で
す

。

腎
臓

の
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ

２
の
働

き
を
阻

害
し

て
、
尿

と
一
緒

に
糖

を
排

出
す

る
こ

と
で

、

血
糖

値
を

下
げ

る
薬

で
す

。
糖

の
排
泄

が

促
進

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
吸
収

さ
れ

る

カ
ロ
リ

ー
の
減
少

に
よ

る
体

重
減
少
効

果
も
期
待

で
き

ま
す

。
 

○
剤

型
：
飲
み
薬

 

特
に
太

り
ぎ
み

の
Ⅱ

型
糖
尿

病
の

人

に
理

想
的

な
糖
尿

病
治

療
薬

で
す

。
 

＊
フ
ォ
シ

ー
ガ

Ⓡ
 

フ
ォ
シ

ー
ガ

Ⓡ
は

、
一

日
一

回
経
口
投

与
で

、
食

事
の

影
響

を
受

け
な

い
こ

と
か

ら
、
食

前
・
食
後

を
問

わ
ず

、
い

つ
で

も

服
用

で
き

ま
す

。
 

○
副
作

用
 

低
血
糖

の
副
作

用
は

起
こ

り
に

く
い

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
他

の
薬

と
併

用
す

る
こ

と
に

よ
る
低

血
糖

に
は
注

意

し
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。
ま

た
、
尿

に

含
ま

れ
る
糖

が
多

く
な

る
た
め

、
尿
路

感

染
症

な
ど

の
副
作

用
が
多

く
な

る
と

言

わ
れ

て
い

ま
す

。
特

に
女

性
で

は
尿
道

が

細
く
膀
胱

炎
な
ど

が
起

こ
り

や
す

い
た

め
、

感
染

症
に

気
を

つ
け

ま
し

ょ
う

。
 

体
調

が
い

つ
も

と
違

う
時

は
、
必
ず

医

師
ま

た
は
薬
剤

師
に
相
談

し
て

下
さ

い
。
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                                                            ●
二

四
時
間

血
圧
測

定
検

査
と

は
？
 

 
片
腕

に
血
圧
計

を
巻

い
て

、
普
段

通
り

の

生
活

を
し

な
が

ら
、
一

定
の
時
間
間
隔

で
丸

一
日

血
圧

の
変
動

を
記
録

す
る

検
査

で
す

。
 

          

●
ど

ん
な

こ
と

が
わ

か
る

の
？
 

 
血
圧

は
常

に
一

定
で

は
な

く
、
測

る
場
所

、

時
間

、
環
境

な
ど

に
よ

っ
て
刻

々
と
変

化
し

ま
す

。
 

 
近

年
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞

な
ど

の
起

こ

り
や

す
さ

に
、
夜
間

や
早
朝

の
血
圧

の
高

さ

が
関
係

し
て

い
る

事
や

、
血
圧

の
変
動

が
大

き
い

程
、
血
管

が
硬

く
な

っ
た

り
す

る
事

が

わ
か

っ
て

き
ま

し
た

。
 

 
二

四
時
間

血
圧

を
測

定
す

る
事

に
よ

っ

て
、
一

日
の

血
圧
変
動

や
、
日

内
リ
ズ
ム

を

詳
し

く
把
握

出
来

ま
す

。
 

 
そ

れ
に

よ
り

、
高

血
圧

症
の

重
症

度
や
今

後
の

病
状

の
見

通
し

を
予
測

し
、
薬

の
量

や

飲
む
タ

イ
ミ

ン
グ

な
ど

の
治

療
の
判

断
材

料
と

な
り

ま
す

。
 

  ●
ど

ん
な

人
が

検
査

す
る

の
？
 

高
血
圧

の
方

で
以

下
に

上
げ

る
項
目

に

該
当

す
る
方
 

①
病
院

や
診

療
所

な
ど

で
血
圧

を
測

定
す

る
と

、
家
庭

で
測

定
す

る
よ

り
高

い
値

に

な
る

白
衣

高
血
圧
 

②
病
院

で
は

基
準

値
（

一
四
〇
／
九
〇
ｍ
ｍ

Ｈ
ｇ
以

下
）
な

の
に

、
家

で
は

数
値

が
高

く
な

る
仮
面

高
血
圧
 

＊
仮
面

高
血
圧

に
は

、
職

場
で

高
血
圧

に
な

る
職

場
高

血
圧

（
ス
ト
レ

ス
性

高
血
圧

）
 

 
睡
眠

中
の

高
血
圧

や
、
早
朝

高
血
圧

な
ど
 

 
喫
煙
時

に
の
み

血
圧

が
異

常
に

上
が

る

な
ど

の
場

合
も
含

ま
れ

ま
す

。
 

③
薬

が
効

き
に

く
い

高
血
圧
 

④
降
圧
薬
投
与

中
に

、
薬

が
効

き
す
ぎ

て
低

血
圧

症
状

が
み

ら
れ

る
 

  ●
実
際

の
検

査
は
ど

ん
な

事
を

す
る

の
？
 

 
片
腕

に
カ

フ
（

血
圧
測

定
時

に
膨

ら
む

も

の
）
を

巻
き

、
こ

の
カ

フ
と
携

帯
用

血
圧
計

の
本

体
を
ポ
シ
ェ
ッ
ト

に
入

れ
て
身

に
着

け
、

一
日

生
活

を
し

て
頂

き
ま

す
。
 

機
械

の
装
着

に
か

か
る
時
間

は
、
一
〇
分

程
度

で
す

。
 

血
圧

の
測

定
は

、
日

中
（
午

前
六
時
～
午

後
一
〇
時

ま
で

）
は

三
〇
分
間
隔

で
測

定
し

、

夜
間
（
午
後

一
〇
～
午

前
六
時

ま
で

）
は

一

時
間
間
隔

で
自
動

的
に
測

定
し

ま
す

。
測

定

が
始

ま
っ

た
ら

、
手

を
休
め

て
安
静

に
し

て

下
さ

い
。
機
械
装
着
後

は
、
検

査
の
為

に
無

理
に
安
静

に
し

て
い

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。
普
段

通
り

の
生
活

を
し

て
下

さ
い

。
た

だ
し
激

し
い
運
動

は
避

け
て

下
さ

い
。
 

検
査

中
は

、
そ

の
日

の
様
子

が
わ

か
る

よ

う
に

行
動
記
録

を
記

入
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。
行
動
記
録

は
、
結
果

を
解
析

す
る

と
き

に
重

要
な
資
料

と
な

り
ま

す
。
 

 

 
翌

日
に

、
病
院

へ
来

て
い

た
だ

き
機
械

を

取
り

外
し

検
査
終
了

と
な

り
ま

す
。
 

 
検

査
結
果

は
、
次

回
の

診
察
時

に
主

治
医

の
先

生
か

ら
説

明
が

あ
り

ま
す

。
 

                 
血
圧

は
、
少

し
位

高
く

て
も

症
状

は
あ

り

ま
せ

ん
。
 

 
日
ご
ろ

か
ら

、
塩
分

を
取

り
す
ぎ

な
い

、

規
則

正
し

い
生
活

を
す

る
、
適

度
に
運
動

す

る
、
ス
ト
レ

ス
を

た
め

な
い

、
禁
煙

す
る

こ

と
が

、
高

血
圧
予
防

に
繋

が
り

ま
す

。
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〇
ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス
リ

ボ
ン
 

ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス
リ

ボ
ン

と
は

、
様

々
な
社

会
問
題

や
社
会
運
動

に
対

す
る
支
援

や
賛

同
の

意
思

を
示

す
た
め

に
、
身

に
つ

け
た

り

表
示

す
る

た
め

に
使

わ
れ

て
い

る
リ

ボ
ン

の
マ

ー
ク

の
こ

と
で

す
。

 
 

 
 

 
 

ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス
(A
w
a
re
n
e
ss) と

は
「

意

識
」
「
認
識
」

と
い

う
意

味
で

、
リ

ボ
ン

の

色
に

よ
っ

て
テ

ー
マ

が
設

定
さ

れ
て

お
り

、

ピ
ン
ク
リ

ボ
ン

の
他

に
も
レ
ッ
ド
リ

ボ
ン

や
ブ

ル
ー
リ

ボ
ン

な
ど

も
あ

り
ま

す
。
日

本

国
内

だ
け

で
な

く
世

界
中

で
多

数
の
ア
ウ

ェ
ア
ネ

ス
リ

ボ
ン
運
動

が
展
開

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 〇
ピ

ン
ク
リ

ボ
ン
運
動
 

ア
ウ
ェ
ア
ネ

ス
リ

ボ
ン

の
な

か
で

も
特

に
有
名

な
運
動

の
一

つ
が
ピ

ン
ク
リ

ボ
ン

運
動

で
す

。
乳

が
ん

の
正

し
い
知
識

を
広
め

、

早
期

発
見
・
早
期

診
断
・
早
期

治
療

を
推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た
啓

発
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
す

。
 

ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
運
動

の
発
祥

は
一
九
八

〇
年
代

の
ア
メ
リ
カ

と
い

わ
れ

て
お

り
、
そ

の
後
乳

が
ん

患
者

の
多

か
っ

た
欧

米
を

中

心
に
活
動

が
広

が
り

ま
し

た
。
特

に
ア
メ
リ

カ
で

は
フ
ォ

ー
ド

、
レ

ー
ガ

ン
前

大
統
領
夫

人
が
襟

も
と

に
ピ

ン
ク
リ

ボ
ン
バ
ッ
ジ

を

つ
け

、
自

ら
の
乳

が
ん

体
験

を
公
表

し
ま

し

た
。
ま

た
ク
リ

ン
ト

ン
前

大
統
領

は
、
十
月

の
第

三
金
曜

日
を
｢
ナ
シ

ョ
ナ

ル
マ

ン
モ

グ

ラ
フ
ィ

デ
イ
｣
と
制

定
し

、
国

を
挙

げ
て

の

乳
が

ん
死

を
減

ら
す
運
動

が
始

ま
り

ま
し

た
。
そ

の
結
果
ア
メ
リ
カ

で
の
乳

が
ん

検
診

受
診
率

は
八
〇
％

を
超

え
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸

国
で

も
六
〇
％

か
ら
七
〇
％

と
高

い
受

診

率
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

日
本

で
は

一
九
九
九

年
度

か
ら

が
ん

検

診
が

一
般
財
源

化
さ

れ
、
様

々
な

が
ん

検
診

が
実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

日
本

人
の

乳
が

ん
検

診
の
受

診
率

は
三
〇
％

台
と
先

進
国

の
中

で
は

最
低

の
水

準
で

、
乳

が
ん

に

よ
る

死
亡

者
数

は
年
間

一
万

人
を

超
え

て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
早
期

発
見

し
、
適
切

な
治

療
を

行
え

ば
九
〇
％

が
治
癒

す
る

と

い
わ

れ
て

い
る
乳

が
ん

は
定
期

的
な

検
診

が
最

も
重

要
な

の
で

す
。
そ

の
た
め

日
本

の

ピ
ン
ク
リ

ボ
ン

の
活
動

も
年

々
認
知

度
が

上
が

っ
て

き
て

い
ま

す
。
 

 

 

 

〇
乳

が
ん
月
間

と
様

々
な
活
動
 

 
ピ

ン
ク
リ

ボ
ン
運
動

は
た

く
さ

ん
の
企

業
や
団

体
の
賛
同

を
得

て
様

々
な
活
動

や

取
り
組
み

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
特

に
十
月

は
乳

が
ん
月
間

の
た
め
色

々
な

イ
ベ

ン
ト

も
行

わ
れ

ま
す

。
講
演
会

や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
多

数
開
催

さ
れ

た
り

、
昨

年
は
東
京
タ
ワ

ー
や

ス
カ

イ
ツ
リ

ー
、
都
庁

が
ピ

ン
ク

に
ラ

イ
ト
ア
ッ

プ
さ

れ
ま

し
た

。
 

他
に

も
普
段

よ
く
目

に
す

る
日

用
品

が

ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
バ

ー
ジ

ョ
ン

の
パ
ッ
ケ

ー

ジ
に

な
っ

て
い

た
り

、
ピ

ン
ク
リ

ボ
ン
運
動

限
定

の
商
品

が
発
売

さ
れ

た
り

し
ま

す
。
皆

さ
ん

も
身

近
に

あ
る
ピ

ン
ク
リ

ボ
ン
運
動

を
探

し
て
み

て
く

だ
さ

い
。
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きのこの話 

                                                

九
月

を
過
ぎ

て
暑

さ
も

お
さ

ま
っ

た
 

こ
ろ

か
ら

、
ス

ー
パ

ー
の
野
菜
売

り
場

で
 

木
箱

に
入

っ
た

マ
ツ
タ
ケ

を
見

つ
け

る
と

秋
の
始

ま
り

を
感
じ

ま
す

。
青
果
売

り
場

に

な
ら

ん
だ

夏
野
菜

や
ス

イ
カ

、
マ
ツ
タ
ケ

を

見
る

と
色

々
な
野
菜

が
季
節

の
垣
根

を
 

越
え

て
手

に
入

る
よ

う
に

な
っ

た
の

を
 

実
感

し
ま

す
が

、
旬

と
い

わ
れ

る
食
材

は
 

栄
養
価

や
味

、
風

味
に
勝

る
こ

と
が
多

い
 

の
で
ど

ん
ど

ん
取

り
入

れ
て

い
き

た
い

 

も
の

で
す

。
秋

に
お

い
し

い
食
材

は
、

 
 

サ
ン

マ
や

イ
ワ
シ

な
ど

の
青
魚

、
柿

や
栗

 

な
ど

の
果

実
類

、
き

の
こ

や
山
菜
類

な
ど

が

あ
げ

ら
れ

ま
す

。
 

 

食
卓

に
の
ぼ

る
き

の
こ

の
ほ

と
ん
ど

は

衛
生

的
で
効
率

的
に

大
量

生
産

さ
れ

た
 

も
の

で
、
季
節

を
問

わ
ず
手

に
入

れ
る

事
が

出
来

ま
す

。
い

わ
ゆ

る
天
然
モ
ノ

や
そ

れ
ら

に
近

い
栽
培
方

法
で

あ
る
原
木
栽
培

の
 

き
の

こ
も

関
東
付

近
で

は
群
馬
県

や
静
岡

県
を
主

な
産

地
と

し
て

生
産

さ
れ

て
お

り
、

食
感

や
香

り
が
良

い
と

重
宝

さ
れ

て
 

 

い
ま

す
。
通

年
手

に
入

る
身

近
な
食
材

で
は

あ
り

ま
す

が
、
茸
（

き
の

こ
）
や
シ

イ
タ
ケ

、

マ
ツ
タ
ケ

は
晩
秋

の
季

語
、

き
の

こ
を

 
 

取
り

入
れ

て
手
軽

で
秋

ら
し

い
献

立
を

 

楽
し

ん
で
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
 

 き
の

こ
の

う
れ

し
い
成
分
 

・
食
物
繊
維

が
豊
富
 

き
の

こ
は
食
物
繊
維

の
豊
富

な
食
品

の
 

代
表
格

で
す

。
ダ

イ
エ
ッ
ト

の
お

と
も

で
 

繊
維
質

の
多

い
イ
メ

ー
ジ

の
あ

る
 

 
 

こ
ん

に
ゃ

く
で

は
三

グ
ラ
ム

、
ご
ぼ

う
で

は

六
グ

ラ
ム

に
対

し
、
し

い
た

け
は

三
．
五

グ

ラ
ム

、
し
め
じ

は
三
．
七

グ
ラ
ム
（

す
べ

て

一
〇
〇

グ
ラ
ム

当
り

の
含

量
）

と
種
類

を
 

問
わ
ず
食
物
繊
維

が
豊
富

で
す

。
食
物
繊
維

は
腸

内
で
便

の
量

を
増

や
し

、
腸

の
動

き
を

刺
激

す
る

こ
と

で
便

通
を
改
善

し
た

り
、
胆

汁
酸

と
い

う
消

化
液

を
吸
着

し
体

外
へ
排

泄
す

る
こ

と
で
間
接

的
に

コ
レ

ス
テ
ロ

ー

ル
値

を
改
善

す
る

こ
と

も
期
待

で
き

ま
す

。
 

 

・
う

ま
み
成
分

が
豊
富
 

き
の

こ
類

は
グ
ア

ニ
ル
酸

と
い

う
、
う

ま

み
成
分

が
豊
富

に
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
 

 
 

グ
ア

ニ
ル
酸

は
か

つ
お
節

や
煮
干

し
だ

し

の
う

ま
み

と
近

い
種
類

の
も

の
で

あ
り

 

昆
布

だ
し

に
含

ま
れ

る
グ

ル
タ
ミ

ン
酸

 

と
は
種
類

の
異

な
る

も
の

で
す

。
き

の
こ

の

献
立

を
調
理

す
る
時

に
は
昆
布

だ
し

と
 

合
わ

せ
る

事
で

異
な

る
う

ま
み

の
相
乗

 

効
果

が
う

ま
れ

、
掛

け
算

的
に

、
よ

り
 

 

う
ま
み

を
引

き
出

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 ・
香

り
成
分

が
豊
富
 

き
の

こ
を
加

熱
調
理

す
る

と
な

ん
と

も
 

良
い
香

り
が

し
ま

す
。
代
表

的
な

も
の

は
 

や
は

り
マ
ツ
タ
ケ

で
高
級
食
材

た
る

 
 

ゆ
え

ん
で

も
あ

り
ま

す
、
様

々
な
香

り
成
分

は
過

熱
す

る
事

で
揮

発
し

立
上

り
ま

す
。

 

干
し

き
の

こ
の
香

り
成
分

は
水

か
ら
戻

す

際
に
酵
素

の
働

き
で

生
成

さ
れ

る
の

で
、

 

湧
い

た
お
湯

の
中

に
す
ぐ

入
れ

る
よ

り
は

水
か

ら
戻

す
ほ

う
が
香

り
高

く
な

り
ま

す
。

沸
騰

す
る
ほ
ど

高
い

温
度

で
は

二
十
分

 

程
度

で
香

り
成
分

は
飛

ん
で

し
ま

う
の

で
、

短
時
間

で
加

熱
し

す
ぎ

な
い

よ
う

な
 

 

調
理

法
や

、
フ
タ

を
し

っ
か

り
閉
め

た
り

 

紙
や
ア

ル
ミ

ホ
イ

ル
で
閉
じ
込
め

る
な
ど

工
夫

す
る

と
良

い
で

す
。

ま
い

た
け

の
 

 

て
ん
ぷ

ら
や

き
の

こ
の

ホ
イ

ル
蒸

し
、

 
 

炊
き
込
み
ご
飯

な
ど

が
お
勧
め

で
す

。
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・材料【２人分】・ 

 ・米 １合 

 ・しめじ   50g（約 1/2 ﾊﾟｯｸ）  

 ・しいたけ  20g（約 2枚） 

 ・しょうゆ 大さじ１杯 

 ・みりん  大さじ 1杯 

 ・だしこんぶ  ひと片 5cm程度 

  だしのもと小さじ１  でも代用可 

・手順・ 

1． しめじのいしづき（根元部分）を切り 

取り、かたまりをばらす 

2． しいたけの軸をとり薄切りにする 

3． 米を研ぎ、炊飯器に少なめの水加減で 

セットする。 

4． 米に水の張った炊飯器に、切ったきのこ、 

しょうゆ、みりん、だしこんぶを入れ 

炊飯する。 

5． 炊きあがったらこんぶをとりだす。 



                                                ●● ●●
は
じ
め
に

は
じ
め
に

は
じ
め
に

は
じ
め
に
    

咳
や

く
し
ゃ
み

、
笑

っ
た

と
き

、
重

い
荷

物
を
持
ち

上
げ

よ
う

と
し

た
時

、
ト

イ
レ

に

行
こ

う
と

思
っ

た
と

き
に
「

あ
、
尿

が
漏

れ

て
し

ま
っ

た
�
」
そ

ん
な
経
験

は
あ

り
ま

せ

ん
か
？

 

尿
漏

れ
が

あ
る

と
、
仕

事
に
支
障

を
き

た

し
た

り
、
友

人
や
家
族

と
の

外
出

に
も

お
っ

く
う

に
な

り
が
ち

に
な

っ
た

り
と

生
活

の

質
に

影
響

が
出

て
き

ま
す

。
ま

た
「
恥
ず

か

い
し

い
」
な
ど

の
理
由

で
、
病
院

な
ど

で
受

診
さ

れ
る

こ
と

を
積
極

的
に

行
わ

な
い
方

も
多

い
で

す
。

 

    

    
今

回
は

第
一
弾

と
し

て
、
ま
ず

は
尿
漏

れ

に
つ

い
て

の
知
識

を
深
め

て
い

こ
う

と
お

も
い

ま
す

。
 

    ●● ●●
尿
漏

尿
漏

尿
漏

尿
漏
れ
の

れ
の

れ
の

れ
の
種
類

種
類

種
類

種
類
はは はは
？？ ？？
    

大
き

く
分

け
て

二
種
類

 

①
切
迫

性
尿

失
禁

 

ト
イ
レ

に
行

き
た

い
と

思
っ

た
ら

、
ほ

と

ん
ど
我
慢

で
き
ず

に
漏

れ
て

し
ま

う
。

 

冷
た

い
水

で
手

を
洗

っ
た

り
、
寒

い
所

に

出
る

と
尿

が
漏

れ
そ

う
に

な
っ

た
り

、
実
際

に
漏

れ
て

し
ま

う
。

 

②
腹
圧

性
尿

失
禁

 

咳
や

く
し
ゃ
み

を
し

た
時

、
運
動

、
重

い

荷
物

を
持
ち

上
げ

る
な
ど
力

を
入

れ
た
時

に
尿

が
漏

れ
て

し
ま

う
。

 

他
に

こ
の

二
つ

の
混

合
型

も
あ

り
ま

す
。
 

    ●● ●●
な
ぜ

な
ぜ

な
ぜ

な
ぜ
漏漏 漏漏
れ
て
し
ま
う
の

れ
て
し
ま
う
の

れ
て
し
ま
う
の

れ
て
し
ま
う
の
？？ ？？
    

男
性

に
比
べ

て
女

性
に
尿
漏

れ
が
多

い

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、
か

ら
だ

の
構
造

や

妊
娠
・

出
産

が
関
係

し
て

い
ま

す
。

 

【【 【【
女

性
の

場
合
】

 

尿
道

は
約

三
セ

ン
チ

の
ま

っ
す
ぐ

な
管

で
、
出
口

は
内
臓

を
支

え
て

い
る
筋
肉

に
囲

ま
れ

て
い

ま
す

。
 

【
男

性
の

場
合
】

 

尿
道

は
ほ
ぼ

二
十
セ

ン
チ

の
長

さ
で

、
周

り
の
組
織

に
し

っ
か

り
囲

ま
れ
固

定
さ

れ

て
い

ま
す

。
ま

た
膀
胱

の
出
口

に
は

前
立
腺

が
あ

り
ま

す
。
そ

の
た
め

に
女

性
に
比
べ

て

尿
を

出
し

に
く

い
構
造

に
な

っ
て

い
ま

す
。
 

こ
の
構
造

か
ら

、
尿

失
禁

の
な

か
で

も
女

性
の

場
合

は
腹
圧

性
尿

失
禁

が
多

く
、
男

性

は
排
尿
困
難

を
お

こ
し

や
す

く
な

り
ま

す
。
 

    

●● ●●
高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者

高
齢
者
にに にに
多多 多多
い
の
は
な
ぜ

い
の
は
な
ぜ

い
の
は
な
ぜ

い
の
は
な
ぜ
？？ ？？
    

①
腎
臓

、
膀
胱

、
尿
道

と
い

っ
た
直
接
排
尿

に
か

か
わ

る
部
分

の
衰

え
 

腎
臓

の
濾
過
機

能
が
衰

え
る

こ
と

で
夜

間
に
尿

が
多

く
つ

く
ら

れ
る

。
膀
胱

や
尿
道

の
筋
肉

が
衰

え
尿

を
た
め
づ

ら
く

、
漏

れ
や

す
く

な
る

。
 

②
運
動
機

能
の
衰

え
 

手
足

の
運
動
麻
痺

、
痛
み

や
関
節

が
か

た

い
、
筋
力
低

下
等

に
よ

り
一
連

の
排
尿
動
作

が
う

ま
く

で
き
ず
排
尿

の
障

害
と

な
る

。
 

③
精
神
機

能
の
衰

え
 

認
知

症
な
ど
判

断
力

の
低

下
に

よ
り
ト

イ
レ

が
わ

か
ら

な
い

、
用
具

を
う

ま
く

つ
か

え
な

い
な
ど

。
 

 

●● ●●
尿尿 尿尿
漏漏 漏漏
れ
を

れ
を

れ
を

れ
を
悪
化

悪
化

悪
化

悪
化
さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る

さ
せ
る
排
尿
習
慣

排
尿
習
慣

排
尿
習
慣

排
尿
習
慣
    

◎
お

し
っ

こ
を

す
る
時

、
お

な
か

に
強

い
力

を
入

れ
て

、
腹
筋

の
力

で
お

し
っ

こ
を
絞

り

出
す

。
 

 

➡
膀
胱

が
あ

ま
り
収
縮

し
な

い
た
め

、
膀

胱
と
尿
道

の
働

き
が

合
い

に
く

く
な

る
。

 

         ◎
尿

意
を

感
じ

な
い

の
に

、
何

度
も
ト

イ
レ

へ
行

く
。
お

し
っ

こ
が

出
終

わ
っ

て
も

、
さ

ら
に
力

ん
で
尿

が
残

っ
て

い
な

い
か

確
認

す
る

。
 

➡
尿
漏

れ
を
悪

化
さ

せ
る

可
能

性
あ

り
。
 

◎
骨
盤
底

が
弱

い
人

の
ガ

ー
ド

ル
着

用
 

➡
お
腹

の
中

の
圧
力

の
逃

げ
場

が
な

く
、

腹
圧

が
か

か
っ

た
時

に
骨
盤
底

に
か

か
る

力
が
増

え
る

。
 

◎
便
秘

の
人

が
、
毎

日
ト

イ
レ

で
力
む

 

➡
骨
盤
底
筋

が
伸

び
て

、
肛
門

や
そ

の
周

辺
が

下
が

っ
て

し
ま

う
。

 

●● ●●
終終 終終
わ
り
に

わ
り
に

わ
り
に

わ
り
に
    

 
尿
漏

れ
は

、
体
操

や
生
活

上
の
工
夫

、
お

薬
に

よ
る

治
療

、
手
術

な
ど

で
改
善

で
き

る

こ
と

も
多

い
で

す
。

 

 
次

回
は

第
二
弾

と
し

て
、
尿
漏

れ
防
止

に

効
果

的
な

体
操

や
生
活

上
の
工
夫

な
ど

を

紹
介

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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外出なんて怖くない！ 

    ～第１弾～ 



     

七
月

八
日

と
二

十
四

日
の

二
日

間
、
外

来

患
者

さ
ん

を
対

象
に

『
外

来
ア

ン
ケ

ー
ト

』

を
実

施
い

た
し

ま
し

た
。

百
五

十
七

名
の

方
々

に
ご

協
力

を
い

た
だ

き
、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま
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    多くの方々にご協力をいただき、多くの方々にご協力をいただき、多くの方々にご協力をいただき、多くの方々にご協力をいただき、    

ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。 

Ｑ．職員の対応はいかがですか？Ｑ．職員の対応はいかがですか？Ｑ．職員の対応はいかがですか？Ｑ．職員の対応はいかがですか？ 

73.6%

75.4%

70.8%

66.9%

51.5%

50.0%

58.4%

54.0%

48.9%

63.1%

23.6%

21.6%

28.3%

30.8%

48.5%

50.0%

30.2%

36.7%

46.7%

36.9%

3%

2%

1%

2%

10%

7%

2%

0.7%

0.8%

1.3%

2.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師 n=144

看護師n=134

レントゲン n=106

検査 n=33

リハビリ n=34

医療相談n=130

受付 n=149

会計 n=139

売店 n=90

清掃員n=84

満足 やや満足 やや不満 不満

Ｑ．待ち時間はいかがですか？Ｑ．待ち時間はいかがですか？Ｑ．待ち時間はいかがですか？Ｑ．待ち時間はいかがですか？ 

54.5%

20.7%

35.4%

32.2%

41.4%

43.4%

11.6%

33.3%

20.2%

1.7%

4.5%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受付 n=121

診察 n=111

会計 n=99

満足 やや満足 やや不満 不満
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Ｑ．病院の印象はいかがですか？Ｑ．病院の印象はいかがですか？Ｑ．病院の印象はいかがですか？Ｑ．病院の印象はいかがですか？ 

54.8%

65.5%

40.3%

49.6%

49.6%

56.6%

58.8%

53.8%

38.5%

33.8%

42.4%

40.5%

41.2%

43.4%

40.3%

43.8%

6.7%

0.7%

12.9%

9.9%

7.6%

0.8%

2.3%

4.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

案内表示・掲示 n=135

病院の清潔度 n=139

待合室について n=139

プライバシーの配慮 n=131

受付システム n=131

医療の質・内容 n=129

医療機器の整備 n=119

病院全体の評価 n=130

満足 やや満足 やや不満 不満
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患者さんの声にお答えします 

練馬総合病院 患者満足向上委員会 

今後も皆様のご意見を参考に、 

より良い病院づくりを目指します。 

Q：意見箱が予約センターの後ろにあるのはおかしい。 

  書く気がなくなる。          （五十歳代男性）  

Ａ：予約センターの後ろから 

何かお気づきになりましたら、ぜひご意見箱へ投書をお願いいたします。 

１Ｆ受付会計窓口の窓側にある 

テレビカード精算機の上に 

移動いたしました。          

患者さんの声 



次号は次号は次号は次号は

第第第第 ９４９４９４９４ 号号号号 平成平成平成平成 ２７２７２７２７ 年年年年 １１１１ 月月月月 ５５５５ 日日日日発行発行発行発行です。です。です。です。

お待ちしてお待ちしてお待ちしてお待ちして

おりますおりますおりますおります

患者満足向上委員会・広報委員会では、

当院に対する皆様からのご意見・ご質問など

（その他何でも結構です）お待ちしております。

院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊ 各階談話室

玄関入口総合案内

連絡先 Tel 03-5988-2200（代表）

Fax 03-5988-2250

e-mail : info@nerima-hosp.or.jp

http://www.nerima-hosp.or.jp

お 知 ら せ

次号の特集は

○○○○新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶

○○○○ＭＱＩ（医療の質向上活動）発表大会ＭＱＩ（医療の質向上活動）発表大会ＭＱＩ（医療の質向上活動）発表大会ＭＱＩ（医療の質向上活動）発表大会 開催報告開催報告開催報告開催報告



｢ハローホスピタル｣：第９３号 平成２６年１０月１日発行 （年４回発行）

発行／編集 公益財団法人東京都医療保健協会 練 馬 総 合 病 院 広報委員会

当院へのご案内

〒〒〒〒176176176176----8530853085308530 東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘１１１１----２４２４２４２４----1111

★診療科目★ 内科／外科／循環器内科／整形外科／皮膚科／泌尿器科

産婦人科／眼科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／漢方内科

特殊外来（尿失禁外来・禁煙外来・睡眠時無呼吸症候群外来・

光線外来・乾癬外来）

健康医学センター（各種ドック・健診）／結石センター
糖尿病センター ／創傷センター ／内視鏡センター／漢方医学センター

★受付時間★ 午前の診療受付

午後の診療受付

午前８時～午前１１時

正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始
急患は年中無休で２４時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制 （内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★ 午後３時～午後８時平日

土･日･祝日 午前１０時～午後８時

＊平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。

☆新生児面会時間☆ 平日

土･日･祝日

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

午前１１時～１２時

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

新江古田新江古田新江古田新江古田

至池袋至池袋至池袋至池袋至所沢至所沢至所沢至所沢

日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部
西武池袋線西武池袋線西武池袋線西武池袋線

都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線

江古田江古田江古田江古田 東長崎東長崎東長崎東長崎

東京三菱ＵＦＪ銀行東京三菱ＵＦＪ銀行東京三菱ＵＦＪ銀行東京三菱ＵＦＪ銀行

旭丘文化通り旭丘文化通り旭丘文化通り旭丘文化通り

千川通り千川通り千川通り千川通り

武蔵大学武蔵大学武蔵大学武蔵大学

江古田バス停江古田バス停江古田バス停江古田バス停

ファミリーマートファミリーマートファミリーマートファミリーマート

練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院

・診療・診療・診療・診療 問い合わせ問い合わせ問い合わせ問い合わせ ０３－５９８８－２２９００３－５９８８－２２９００３－５９８８－２２９００３－５９８８－２２９０

・各種ドック、健診・各種ドック、健診・各種ドック、健診・各種ドック、健診 ０３－５９８８－２２４６０３－５９８８－２２４６０３－５９８８－２２４６０３－５９８８－２２４６

・その他問い合わせ・その他問い合わせ・その他問い合わせ・その他問い合わせ ０３－５９８８－２２００（代表）０３－５９８８－２２００（代表）０３－５９８８－２２００（代表）０３－５９８８－２２００（代表）

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ ０３－５９８８－２２５００３－５９８８－２２５００３－５９８８－２２５００３－５９８８－２２５０
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